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臨床的にみた肺結核患者の死因の変動について(策1報)

休 藤 修

国立千葉療 養所(所 長 岡 田藤助)

受 付 昭 和52年7月25日

§1ま え お き

化 学療 法の出現前 と出現後 とでは肺結 核患者の死亡者

数 に格段 の差 がみ られ るばか りでな く,そ の死 因につい

て も内容 的に相 当の変化 を きた した。 しか しこの間の変

動 の様 相を数字 的にはつ き りと示 した報告は少ない。私

は最近におけ る肺結 核患者の死 因の変動 その他に つ き2,

3の 統計 的調査を行つたので報 告す る。調査の対象は昭

和22年1月1日 よ り同31年12月 末 日までの満10力 年間に

国立千 葉療 養所において在所中死亡 した肺結核患者622

名で,性 別にみれば男439名(70.6%)女183名(29.4

%)と なつてい る。

§2在 所患者死亡率の推移

前記 の死 亡患者数 を年 度別にみれば表1の 如 くで,こ

れを各年度 におけ る在 所患者数に対 す る百分率(在 所患

者死 亡率 と称す)を もつて示 せば,昭 和22年 よ り同24年

表1国 立千葉療養所における年別死亡率

備 考 昭和22年 窪所患者 死亡率 を100と して指数を算1{1す

までは25%内 外であ るが,ご くわずかなが ら抗結核剤 を

使 用 し始 めた同25年 には激減 して11.7%と な り,同26年

には さらに半減 して5.1%と な り,以 後毎年4%内 外 を

示 してい る。昭和22年 の在所患者死 亡率 を100と して各

年度 の死 亡率を指 数を もつて表 わせば その推移は図1の

曲線(1)の如 くにな る。

(注)在 所患者数 は各年度共 その年 の1月 より12月 ま

での各 月末現 在の君所名数 の利 を12で 除 した算術 平

均 であ る。

なお試 みに昭和22年 よ り同31年 までの 日本全 国の結核患

者死 亡者数を各年 度別にみれば表2の 如 くで,昭 和22年

図1年 度別 にみた死 亡者指 数の推 移

度の それ を100と して各年度の死亡者数 を指 数を もつて

表示すれば その推移 は図1の 曲線(2)の如 くにな り,当 療

表2日 本における年別結核死亡者数

養所 患者の死 亡率の変動 を示す曲線(1)と年度のずれ はあ

るがほぼ相似た傾向 を表わ してい る。 この ことは国立千

葉療養 所 とい う限 られた場において認 め られ た事実 よ り

日本全 国の肺結 核患者の死亡者にみ られ る傾 向を類推 し

た として も,そ う大 きな見当違い を きたす ことはない こ
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とを物語 つてい る。

釜3各 年度別 にみた 死亡患老の死 因別百分

率の推移

当療養所 におけ る死亡患 者の死 因を臨床 上の便宜か ら

「全身衰弱,呼 吸機能不全」,「腸結核 」,「喉頭結 核」,「腸

結核兼喉頭結核」,「喀 血」(窒 息死お よび増悪 死),「髄膜

炎」,「外科手術 に関連 あ るもの」,「膿胸 その他」,「結核

以外によ る もの」に細分 した 。

(注)分 類 の基準 は概 ね次 の如 くで あ る。

「全 身衰弱,呼 吸機能不全」:肺 結核 以外 には臨床的

にみて 合併症 もな くて全 身衰 弱あ るいは呼吸困難 の

いずれかあ るいは両方 のために死亡 した と認 め られ

た もの

「腸結核」:連 日380℃ 以 上の弛張熱,1日2～3行

以上の下痢,腹 痛 が継続 し遂 に衰弱死 した もの

「喉頭結核」:耳 鼻科専 門医に よ り本疾患 と診断せ ら

れ た もので嚥下痛,嘆 声,無 声等があ り摂食不能で

衰弱死 した もの

「腸結 核兼喉頭結核」:両 疾患が 合併 し,そ のために

衰弱死 をきた した もの

「喀血後 窒息」:喀血 後窒 息に より死亡 した もの

「喀血後増 悪」:喀 血 を契機 として病状悪化 し3ヵ 月

以 内に死 亡 した もの

「髄膜炎」:結 核性脳膜炎 のため意 識混 濁 し死亡 した

もの

「外科手術 に関連 あ るもの」:外科 手術 後間 もな くシ

ョック,出 血 その他 に よ り死亡 したものの他手術 を

契機 として病状悪化 し3ヵ 月以内に死亡 した もの

「膿 胸その他」:結 核性膿胸が原 因で呼吸機能不全,

全 身衰 弱 をきた し死亡 した と認 められ る ものの他 に

結 核性 腹膜 炎,自 然気胸,気 胸後の空気栓塞 に よる

死亡患者,腎 結核に より死亡 した もの等 別項 に掲 げ

てな い結核性疾患が原因で死亡 した と思われる もの

「結核以外 に よる もの」;自 殺,胃 癌,顆 粒 白血球滅

表3年 度 別 に み た 死 亡 患 者 の 死 因 別 百 分 率
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少症 その他 の非結核性疾患 が死因 と認 め られ るもの

各年度別に死亡患者 を前記の死因別に分類 しその百分率

を算出すれば表3に 示す如 くに なる。 それに よれば化学

療 法がわずかなが ら行われ るよ うになつた昭和25年 を境

として その前後で死 因に質的の変化 がかな りみ られ る。

「全身 衰弱,呼 吸機能不全」は昭和2.年 までは25%内 外

を占めていた ものが,同27年 以後 は50%内 外 とその比重

を増 し,「喀血 によ る窒息死,増 悪死 」は昭和24年 まで

は10%内 外 であつたが,同25年 には22.7%と な り,同2.

年以後 は年 によ り多少不 同はあ るが およそ17～30%を

占めてい る。 しか るに 「腸結核」 「喉頭結核」 「腸結核

兼喉頭結核」は昭和24年 までは50%程 度で あつたが,

同25年 には32.9%と な り,同26年 には5.6%に 激減

し,同29年 以降は0と なつてい る。 また昭和28年 まで

はお よそ3～v14%を 示 していた髄膜炎 も同29年 よ り0

となつてい る。 このよ うに年 次的に死 因に変動 がみ られ

るに至 つたのは主 として化学療 法の影響 によ るものであ

るか らこの面か らい ま少 し立入 つた観察 をす る必 要があ

る。

書4抗 結核剤の死 因に及 ぼす影響

抗結 核剤の死 因に及ぼす影響について詳 し く観察す る

ためには各薬 剤の1日 投与量,投 与方式,投 与期間,投

与総量,併 用あ るいは単独使 用の区別等 を問題 としなけ

ればな らない 。 しか し各患 者に投 与す る薬剤 の種類が増

加 し,そ の組合せ,投 与 方式等 がいろいろ行 われてい る

現在,余 りに細分 してその影響 をみ ることはか えつて全

体の姿 を見失 う結果 とな るので私 はご く大 まか に4群 に

分 けて その影響 を比較す るこ ととした。

第1群 「抗結核剤 を全 く使用 しなか つた もの」

第2群 「抗結核剤 を少 し使用 した もの」

結 核の治療指 針に掲 げてあ る投与量 の3ヵ 月分以下

を 目や すとした もので具体的 には単独使用 にせ よ併

用 にせ よ,ス トマイ25g以 下,パ ス900g以 下,

ヒドラジ ド7.5g以 下.テ イビオ ン9 .0g以 下の

ものを本群 に分類 した。

第3群 「抗結核剤 をか な り使用 した もの」

薬剤投与総量 が第2群 と第4群 との中間 にあ るもの

を分類 した。

第4群 「抗結 核剤を相当多量に使 用 した もの」

結 核の治寮指 針に掲げ てあ る投与量 の6ヵ 月分以 上

を 目やす とした もので具体 的には,ス トマ イ519

以上,パ ス1801g以 上,ヒ ドラジ ド15.1g以 上,

テ ィビォ ン18.1g以 上の いずれ かを3種 類以上使

用 したか,2種 類であれば これ ら と同等以 使用 し

たものを本群 に分類 した。

これ ら4群 に つ きその死因 をみ るに表4お よび図2に

示すが如 くで ある。 それに よれば抗結 核剤を全 く使 用 し

表4抗 結核剤使用量別にみた死因百分率

(備考)第1群 抗結核剤を全 く使用 しないもの

第2群:抗 結核剤を少し用いたもの

第5群:抗 結核剤をかなり用いたもの

第4群:抗 結核剤を相当多量に用いたもの

(詳細本文参照)

図2抗 結核剤使用量別にみた死因百分率
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ない第1群 で は 「腸結核」「喉頭結核」「腸結核兼喉頭結

核」を死 因 とす る ものは47.4%と なつてい るが,抗 結 核

剤 の使 用量の増 加す るに伴い その百分率を減 じ,第2群

で は29.2%,第3群 では9.3%,第4群 では2.6%と

激 減 してい る。 また 「髄膜炎 」では第1群 で3.8%,第

2群 で10.9%,第3群 で7.0%を 示 してい るが第4群

では0と な り,化 学療 法を充 分行 うことによ り死 亡よ り

救 いえた ことを物語 つてい る。「喀血」(窒息 および増悪

に よる死 亡の合計)に つい てみれば第1群12.0%,第2

群218%,第3群17.2%,第4群30.7%を 示 し,抗 結核

剤使 用量の増 加につれて死 因において 占め る比 重は増大

の傾 向があ る。 「全身衰弱,呼 吸機能不全 」については

第1群28.0%,第2群218%,第3群42.9%,第4群

53.9%と なつてお り,こ れまた抗結核剤使 用量 の増加 と

共 に死 因において占め る割合 が増加す る傾 向を示 してい

る。


